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1. 2022年4月期の業績（2021年5月1日～2022年4月30日）

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年4月期 21,787 10.1 2,078 37.9 2,084 33.4 1,365 25.4

2021年4月期 19,784 △6.7 1,507 62.5 1,562 78.8 1,088 81.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年4月期 150.93 149.90 15.3 9.6 9.5

2021年4月期 118.82 118.15 13.6 8.3 7.6

（参考） 持分法投資損益 2022年4月期 ―百万円 2021年4月期 ―百万円

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年4月期 24,697 9,365 37.7 1,031.01

2021年4月期 18,602 8,540 45.6 926.35

（参考） 自己資本 2022年4月期 9,306百万円 2021年4月期 8,489百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年4月期 2,057 △2,372 1,219 1,871

2021年4月期 3,013 △1,139 △2,346 967

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産
配当率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年4月期 ― 10.00 ― 20.00 30.00 274 25.2 3.4

2022年4月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00 324 23.9 3.7

2023年4月期(予想) ― 20.00 ― 20.00 40.00 24.1

3. 2023年 4月期の業績予想（2022年 5月 1日～2023年 4月30日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 11,600 11.8 1,050 △8.4 1,050 △9.2 700 △7.1 77.37

通期 23,800 9.2 2,200 5.9 2,200 5.5 1,500 9.8 165.80



※ 注記事項

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年4月期 9,240,000 株 2021年4月期 9,240,000 株

② 期末自己株式数 2022年4月期 213,369 株 2021年4月期 75,955 株

③ 期中平均株式数 2022年4月期 9,047,041 株 2021年4月期 9,164,271 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成
を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、
添付資料Ｐ.３「１.経営成績等の概況(４)今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大が続くなか、ワクチン接種の普及などにより、

経済活動の持ち直しに向けた期待感が持たれたものの、新たな変異株による感染が再拡大するなど、収束は見通せ

ず景気の停滞が懸念されております。また、ウクライナ情勢の緊迫化や原材料・エネルギー価格の高騰などにより、

これまで以上に先行き不透明な状況が続いております。

当社建材事業の主要マーケットである住宅市場は需要が堅調に推移し、新設住宅着工戸数が持家・貸家ともに増

加し、2021年度全体では865千戸と前期比6.6％の増加となりました。

このような状況の中、当事業年度の業績につきましては、売上高は21,787百万円と対前期比2,002百万円(10.1％)

の増収となりました。営業利益は2,078百万円と対前期比570百万円(37.9％)の増益、経常利益は2,084百万円と同

521百万円(33.4％)の増益、当期純利益は1,365百万円と同276百万円(25.4％)の増益となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① 建材事業

住宅分野は、「外壁と軒裏のデザインを揃えたい」という、簡単なようで実現できなかったコーディネート

を可能にした新世代の外壁材『アルテミュール』を上市しました。また注力製品である「2020年度 グッドデ

ザイン賞」受賞の『アルテザート(高意匠軒天井用素材)、アトラフィット(専用金具による施工方法)』など当

社の強みである「基材の強み」に「塗装技術」を掛け合わした高付加価値製品の高級軒天ボードは大幅に販売

量が増加しました。

非住宅分野は、都市型高層ビル用の耐火パネルが好調に推移しました。

このような結果、売上高は13,395百万円と対前期比1,231百万円(10.1％)の増収、セグメント利益(営業利益)

は、燃料費・原材料価格の高騰による負担や製品保証引当金の増加があったものの、高付加価値製品の高級軒

天ボードの拡販や各種コスト削減による収益改善などにより1,007百万円と同450百万円(80.8％)の大幅な増益

となりました。

② 化成品事業

マグネシウムは、前期に新型コロナウイルスの感染症拡大の影響を受けた自動車等工業用製品の受注回復に

伴い、難燃水酸化マグネシウム製品の販売量が増加しました。また、海外のサプリメント需要好調により酸化

マグネシウム製品の販売量も増加しました。当事業年度末の2022年４月には、酸化マグネシウムの顆粒設備が

完成しました。

セラミックスは、蛍光体製品を中心に大幅な増収となりました。新工場建屋完成により2022年３月から順次

設備が稼働開始しております。

このような結果、売上高は8,391百万円と対前期比771百万円(10.1％)の増収、セグメント利益(営業利益)は、

燃料費・原材料価格の高騰による負担増加があったものの、高利益率のマグネシウム製品・セラミックス製品

の拡販などにより1,660百万円と同197百万円(13.5％)の増益となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当事業年度末の総資産は24,697百万円となり、前事業年度末(以下、「前年度」という。)に比べ6,094百万円増加

いたしました。主な増加要因は、有形固定資産が3,393百万円、現金及び預金が904百万円、電子記録債権が402百万

円増加したことによるものであります。

負債は15,331百万円と前年度に比べ5,269百万円増加いたしました。主な増加要因は、短期借入金が1,200百万円、

設備関係電子記録債務が1,022百万円、長期未払金が695百万円増加したことによるものであります。

純資産は9,365百万円と前年度に比べ825百万円増加いたしました。主な増加要因は、繰越利益剰余金が1,019百万

円増加したことによるものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度における現金及び現金同等物(以下、資金という。)は1,871百万円となり、前事業年度末に比べ904百

万円の増加となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりです。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度における営業活動による資金の増加は2,057百万円(前年同期は3,013百万円の増加)となりました。

主な増減要因は、税引前当期純利益1,905百万円、減価償却費1,079百万円、売上債権の増加760百万円によるも

のであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度における投資活動による資金の減少は2,372百万円(前年同期は1,139百万円の減少)となりました。

主な増減要因は、有形固定資産の取得による支出2,388百万円、投資有価証券の売却による収入29百万円による

ものであります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度における財務活動による資金の増加は1,219百万円(前年同期は2,346百万円の減少)となりました。

主な増減要因は、短期借入金の純増額1,200百万円、長期借入れによる収入1,100百万円、長期借入金の返済によ

る支出458百万円、配当金の支払額345百万円によるものであります。

　
　(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2018年4月期 2019年4月期 2020年4月期 2021年4月期 2022年4月期

自己資本比率(％) 34.8 36.4 39.4 45.6 37.7

時価ベースの自己資本比率(％) 50.9 40.0 31.2 82.8 54.4

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率(年)

5.1 2.3 4.8 1.0 2.4

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

15.8 37.7 19.8 76.5 51.7

・自己資本比率：自己資本／総資産

・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

・インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

(注１)株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

(注２)キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを利用しております。

(注３)有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としておりま

す。

（４）今後の見通し

今後のわが国経済の見通しにつきましては、新たな変異株による新型コロナウイルス感染症の再拡大が懸念され

ると共に、ウクライナ情勢を背景とした原材料・エネルギー価格の高騰など不透明な状況が続くことが予想されま

す。

　当社建材事業の主要マーケットである住宅市場において、新設住宅着工戸数は回復の兆しが見られましたが、中

長期でみると世帯数減少による将来的な住宅着工戸数の減少が懸念されます。

　このような経済・経営環境の中、当社は、建材事業の住宅分野は当社の強みである基材の強みに塗装技術を掛け

合わした高級軒天ボードなどの高付加価値製品の推進や採算性の向上に努め、非住宅分野では、好調な高層ビル需

要の取り込みに注力いたします。また化成品事業につきましては、大型設備投資による拡販や高機能・高付加価値

の新製品開発品の市場投入の積極化を推進します。コスト面では、原材料・エネルギー価格の高騰の影響は避けら

れないと判断しておりますが、製造部門での原価低減・生産性の向上により合理化を図るとともに、価格転嫁も進

めてまいります。

　以上の結果、次期の業績につきましては、売上高は23,800百万円と対当期比2,012百万円(9.2％)の増収、営業利

益は2,200百万円と同121百万円(5.9％)の増益、経常利益は2,200百万円と同115百万円(5.5％)の増益、当期純利益

は1,500百万円と同134百万円(9.8％)の増益を見込んでおります。
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（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主のみなさまへの利益還元を重要な経営課題のひとつと認識しており、配当につきましては、長期的

に安定的な配当の継続を基本に、各期の利益水準、配当性向及び将来に向けた内部留保の確保等を総合的に勘案し、

株主のみなさまに利益還元する方針としております。

当社の剰余金の配当は、中間配当及び期末配当の年２回を基本的な方針としております。

当期の期末配当金につきましては、上記の当社配当方針と過去の還元実績を勘案の上、１株当たり18円の配当を

実施する予定としております。この結果、当期の年間配当金は、１株当たり36円となる予定であります。

また、当社の次期配当金につきましては、１株当たり中間配当金を20円、期末配当金を20円とし、年間配当金は

１株当たり40円を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮の上、当面は日本基準を採用してまいります。

ＩＦＲＳ(国際財務報告基準)適用に関しましては、今後の動向を注視しつつ検討していく方針であります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2021年４月30日)

当事業年度
(2022年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 967 1,871

受取手形 372 329

電子記録債権 667 1,070

売掛金 2,817 3,219

商品及び製品 1,724 1,995

仕掛品 623 826

原材料及び貯蔵品 873 908

前払費用 149 160

未収入金 145 371

その他 42 345

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 8,383 11,096

固定資産

有形固定資産

建物 7,603 9,125

減価償却累計額 △4,665 △4,807

建物（純額） 2,938 4,318

構築物 599 730

減価償却累計額 △428 △434

構築物（純額） 170 295

機械及び装置 22,094 23,408

減価償却累計額 △19,186 △19,619

機械及び装置（純額） 2,907 3,789

車両運搬具 222 229

減価償却累計額 △213 △215

車両運搬具（純額） 8 13

工具、器具及び備品 1,099 1,122

減価償却累計額 △866 △895

工具、器具及び備品（純額） 232 226

土地 1,381 1,381

リース資産 502 502

減価償却累計額 △351 △397

リース資産（純額） 151 105

建設仮勘定 1,082 2,135

有形固定資産合計 8,872 12,266

無形固定資産

ソフトウエア 18 21

電話加入権 3 3

無形固定資産合計 22 24
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年４月30日)

当事業年度
(2022年４月30日)

投資その他の資産

投資有価証券 342 343

出資金 1 1

破産更生債権等 0 0

長期前払費用 191 124

繰延税金資産 733 779

その他 55 61

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 1,324 1,309

固定資産合計 10,219 13,600

資産合計 18,602 24,697
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年４月30日)

当事業年度
(2022年４月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 157 227

電子記録債務 923 1,420

買掛金 1,382 1,880

短期借入金 1,600 2,800

1年内返済予定の長期借入金 418 599

リース債務 47 35

未払金 1,110 1,507

未払費用 216 277

未払法人税等 391 409

未払消費税等 142 42

前受金 0 8

預り金 71 138

賞与引当金 333 354

製品保証引当金 102 253

設備関係支払手形 ― 19

設備関係電子記録債務 192 1,214

流動負債合計 7,090 11,188

固定負債

長期借入金 980 1,441

リース債務 48 12

長期未払金 117 813

退職給付引当金 1,826 1,875

固定負債合計 2,972 4,142

負債合計 10,062 15,331

純資産の部

株主資本

資本金 1,320 1,320

資本剰余金

資本準備金 1,078 1,078

その他資本剰余金 7 3

資本剰余金合計 1,085 1,081

利益剰余金

利益準備金 133 133

その他利益剰余金

別途積立金 1,300 1,300

繰越利益剰余金 4,609 5,629

利益剰余金合計 6,043 7,063

自己株式 △27 △252

株主資本合計 8,421 9,212

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 67 94

評価・換算差額等合計 67 94

新株予約権 50 59

純資産合計 8,540 9,365

負債純資産合計 18,602 24,697
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2020年５月１日
　至 2021年４月30日)

当事業年度
(自 2021年５月１日
　至 2022年４月30日)

売上高 19,784 21,787

売上原価 13,939 15,170

売上総利益 5,844 6,616

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 2,641 2,766

広告宣伝費 119 150

貸倒引当金繰入額 △0 0

役員報酬 109 117

給料及び手当 439 427

賞与引当金繰入額 57 57

賞与及び手当 69 67

退職給付費用 26 11

福利厚生費 124 114

旅費及び交通費 27 30

不動産賃借料 96 94

雑費 625 700

販売費及び一般管理費合計 4,336 4,538

営業利益 1,507 2,078

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 7 9

物品売却益 6 20

破損損害金 9 8

雇用調整助成金 92 ―

雑収入 18 18

営業外収益合計 134 56

営業外費用

支払利息 39 39

売上割引 25 ―

手形売却損 9 7

雑支出 5 3

営業外費用合計 79 50

経常利益 1,562 2,084

特別利益

投資有価証券売却益 15 ―

特別利益合計 15 ―

特別損失

固定資産除却損 34 43

固定資産売却損 4 ―

工場構築費用 ― 130

投資有価証券売却損 ― 5

訴訟関連損失 15 ―

特別損失合計 54 179

税引前当期純利益 1,524 1,905

法人税、住民税及び事業税 468 597

法人税等調整額 △33 △57

法人税等合計 435 539

当期純利益 1,088 1,365
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 2020年５月１日 至 2021年４月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合

計資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益剰

余金

当期首残高 1,320 1,078 7 1,085 133 1,300 3,704 5,138 △27 7,516

当期変動額

剰余金の配当 △183 △183 △183

当期純利益 1,088 1,088 1,088

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― ― ― ― ― 905 905 △0 905

当期末残高 1,320 1,078 7 1,085 133 1,300 4,609 6,043 △27 8,421

評価・換算差額等

新株予約権純資産合計その他有価

証券評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 2 2 32 7,552

当期変動額

剰余金の配当 △183

当期純利益 1,088

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

64 64 18 82

当期変動額合計 64 64 18 987

当期末残高 67 67 50 8,540
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　当事業年度(自 2021年５月１日 至 2022年４月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合

計資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益剰

余金

当期首残高 1,320 1,078 7 1,085 133 1,300 4,609 6,043 △27 8,421

当期変動額

剰余金の配当 △345 △345 △345

当期純利益 1,365 1,365 1,365

自己株式の取得 △237 △237

新株予約権の行使 △4 △4 12 8

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― △4 △4 ― ― 1,019 1,019 △225 790

当期末残高 1,320 1,078 3 1,081 133 1,300 5,629 7,063 △252 9,212

評価・換算差額等

新株予約権純資産合計その他有価

証券評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 67 67 50 8,540

当期変動額

剰余金の配当 △345

当期純利益 1,365

自己株式の取得 △237

新株予約権の行使 8

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

26 26 8 35

当期変動額合計 26 26 8 825

当期末残高 94 94 59 9,365
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2020年５月１日
　至 2021年４月30日)

当事業年度
(自 2021年５月１日
　至 2022年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,524 1,905

減価償却費 985 1,079

固定資産除却損 34 43

固定資産売却損 4 ―

助成金収入 △92 ―

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 47 20

製品保証引当金の増減額（△は減少） △3 151

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7 49

投資有価証券売却損益（△は益） △15 5

受取利息及び受取配当金 △8 △9

支払利息 39 39

長期前払費用の増減額(△は増加) 88 79

売上債権の増減額（△は増加） 286 △760

棚卸資産の増減額（△は増加） 415 △508

仕入債務の増減額（△は減少） △54 1,064

未払金の増減額（△は減少） 17 23

未払又は未収消費税等の増減額 13 △338

その他 △169 △174

小計 3,118 2,670

利息及び配当金の受取額 8 9

利息の支払額 △40 △39

助成金の受取額 200 ―

法人税等の支払額 △274 △582

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,013 2,057

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却による収入 26 29

有形固定資産の取得による支出 △1,180 △2,388

有形固定資産の売却による収入 16 ―

無形固定資産の取得による支出 △2 △14

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,139 △2,372

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,400 1,200

長期借入れによる収入 ― 1,100

長期借入金の返済による支出 △707 △458

長期未払金の返済による支出 ― △29

自己株式の取得による支出 △0 △237

配当金の支払額 △183 △345

その他 △55 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,346 1,219

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △473 904

現金及び現金同等物の期首残高 1,440 967

現金及び現金同等物の期末残高 967 1,871
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

(自己株式の取得）

　当社は2021年６月10日開催の取締役会決議に基づき、自己株式148,000株の取得を行っております。これを含む自己

株式の取得及び処分の結果、当事業年度において、自己株式が225百万円増加し、当事業年度末において自己株式が

252百万円となっております。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」という。）

等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービス

と交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、製品の国内販売にお

いて、出荷時から顧客への製品移転時までの期間が通常の期間である場合は、出荷時点で収益を認識しておりま

す。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首の利益剰

余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に定める

方法を適用し、当事業年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、

新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当事業年度の損益に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金期首残高に与える影響はありま

せん。

（時価算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下、「時価算定会計基準」とい

う。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計

基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会

計方針を、将来にわたって適用することとしております。

なお、当事業年度の財務諸表に与える影響はありません。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、住宅・ビル用不燃外装材の製造販売を行う「建材事業」、マグネシウム類薬品、カルシウム類薬品、

セラミックス原料及び製品の製造販売を行う「化成品事業」を報告セグメントとしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、財務諸表作成において採用している会計処理の方法と概

ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 2020年５月１日 至 2021年４月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

財務諸表計上額
(注)２

建材事業 化成品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 12,163 7,620 19,784 ― 19,784

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 12,163 7,620 19,784 ― 19,784

セグメント利益 557 1,462 2,020 △512 1,507

セグメント資産 8,801 7,594 16,396 2,205 18,602

その他の項目

減価償却費 458 526 985 ― 985

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

436 1,252 1,689 ― 1,689

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

(１) セグメント利益の調整額△512百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△512百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務部門等管理部門に係る費用

であります。

(２) セグメント資産の調整額2,205百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産2,205百万円が

含まれております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない全社の現金及び預金並びに投資有価証

券であります。

２．セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当事業年度(自 2021年５月１日 至 2022年４月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

財務諸表計上額
(注)２

建材事業 化成品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 13,395 8,391 21,787 ― 21,787

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 13,395 8,391 21,787 ― 21,787

セグメント利益 1,007 1,660 2,667 △589 2,078

セグメント資産 9,006 12,269 21,276 3,420 24,697

その他の項目

減価償却費 454 624 1,079 ― 1,079

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

502 4,047 4,550 ― 4,550

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

(１) セグメント利益の調整額△589百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△589百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務部門等管理部門に係る費用

であります。

(２) セグメント資産の調整額3,420百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産3,420百万円が

含まれております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない全社の現金及び預金並びに投資有価証

券であります。

２．セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（関連情報）

地域ごとの情報

売上高

前事業年度(自 2020年５月１日 至 2021年４月30日)

(単位：百万円)

日本 アジア 米国 欧州 その他 合計

15,931 2,321 964 416 149 19,784

(注) 売上高は、顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　

当事業年度(自 2021年５月１日 至 2022年４月30日)

(単位：百万円)

日本 アジア 米国 欧州 その他 合計

17,430 2,768 975 490 122 21,787

(注) 売上高は、顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
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(１株当たり情報)

項目
前事業年度

(自 2020年５月１日
至 2021年４月30日)

当事業年度
(自 2021年５月１日
至 2022年４月30日)

１株当たり純資産額 926円35銭 1,031円1銭

１株当たり当期純利益 118円82銭 150円93銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 118円15銭 149円90銭

(注) １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前事業年度

(自 2020年５月１日
至 2021年４月30日)

当事業年度
(自 2021年５月１日
至 2022年４月30日)

１株当たり当期純利益

損益計算書上の当期純利益(百万円) 1,088 1,365

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(百万円) 1,088 1,365

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,164 9,047

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

当期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(株) 51,678 62,398

(うち新株予約権(株)) (51,678) (62,398)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

2017年７月21日
取締役会決議による
新株予約権
普通株式 6,600株

2017年７月21日
取締役会決議による
新株予約権
普通株式 6,600株
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４．その他

（１）役員の異動

①代表者の異動

　該当事項はありません。

②その他の役員の異動(2022年７月15日付予定)

　新任取締役候補

社外取締役 和田 隆 (現 共立株式会社常勤監査役)

　退任予定取締役

社外取締役 中村 英明

　新任監査役候補

常勤監査役 藤村 倫夫 (現 当社品質保証部品質保証グループ)

社外監査役 若林 英一 (現 ＤＯＷＡホールディングス株式会社執行役員総務・法務部長、

秘書室長、情報システム部長 兼 東海汽船株式会社取締役）

　退任予定監査役

常勤監査役 大西 順司

社外監査役 松下 克治

　


